
三
七
　
代だ

い

田だ

の
大お

お

人に
ん

形ぎ
ょ
う

〔
名　
　

称
〕

　

代
田
の
大
人
形
（
別
称
：
ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
）

〔
実
施
場
所
〕

　

石
岡
市
井
関
字
代
田

〔
実
施
時
期
〕

　

毎
年
八
月
十
六
日

〔
伝
承
組
織
〕

　

代
田
区

〔
由
来
伝
承
〕

　

天
明
の
大
飢
饉
の
後
、
疫
病
な
ど
の
災
厄
が
ム
ラ
に
侵
入
し
な
い
よ
う
に
、
藁
製
の
大
き

な
人
形
を
ム
ラ
境
に
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
起
源
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　

か
つ
て
大
人
形
作
り
を
や
め
た
際
、
そ
の
年
に
限
っ
て
集
落
の
働
き
手
が
病
気
で
相
次
い

で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
そ
れ
以
来
毎
年
欠
か
さ
ず
大
人
形
が
作
ら
れ
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。

　

元
々
は
毎
年
八
月
十
七
日
に
、
各
戸
の
長
男
で
十
七
歳
か
ら
三
十
七
歳
の
若
衆
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
が
、
現
在
で
は
若
い
人
た
ち
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
各
戸
か
ら
老
若
を
問
わ
ず

参
加
で
き
る
男
性
に
よ
っ
て
大
人
形
作
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど

が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
か
ら
二
十
五
年
程
前
に
、
職
場
で
の
休
暇
が
取

り
や
す
い
、
お
盆
休
み
に
続
く
八
月
十
六
日
に
実
施
日
が
変
更
さ
れ
た
。

　

こ
の
大
人
形
の
行
事
は
、
代
田
を
含
め
井
関
字
梶
和
崎
、
古
酒
、
長
者
峰
、
八
木
、
三
村

字
御
前
山
の
六
つ
の
集
落
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
後
継
者
不
足
、
材
料
不
足
な
ど
の
理
由
に

よ
り
八
木
、
御
前
山
の
行
事
は
途
絶
え
、
ほ
か
の
集
落
に
お
い
て
も
存
続
の
危
機
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
代
田
の
大
人
形
は
現
在
に
残
る
貴
重
な
民
俗
行
事
と
い
え
、
平

成
十
六
年
三
月
二
十
五
日
に
石
岡
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

〔
実
施
内
容
〕

　

代
田
の
大
人
形
は
お
盆
明
け
の
八
月
十
六
日
に
、
全
身
を
杉
の
葉
で
覆
い
恐
ろ
し
い
形
相

を
し
た
、
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
程
の
藁
製
の
大
人
形
を
ム
ラ
境
に
立
て
る
行
事
で
あ
り
、
こ
の

大
人
形
は
一
年
を
通
し
て
据
え
置
か
れ
、
翌
年
ま
た
同
じ
場
所
に
作
り
な
お
さ
れ
る
。

　

製
作
過
程
と
特
徴
に
つ
い
て

①�

午
後
三
時
頃
に
大
人
形
が
置
か
れ
て
い
る
場
所
に
十
二
、三
人
の
集
落
の
男
性
が
集
ま
り
、

そ
れ
ま
で
一
年
間
据
え
置
か
れ
た
古
い
人
形
を
解
体
し
、
近
く
の
空
き
地
で
燃
や
す
。

②�

近
く
の
作
業
小
屋
に
移
り
、
藁
で
手
、
足
、
胸
、
臍へ

そ

、
男
根
、
鉢
巻
等
の
部
品
を
作
製
す

る
（
写
真
１
）。
ま
た
、
竹
と
杉
の
若
木
を
削
っ
て
槍
と
大
刀
、
小
刀
を
作
製
す
る
。

　

�　

材
料
の
藁
に
つ
い
て
は
、
八
月
よ
り
前
に
収
穫
さ
れ
、
水
に
も
強
い
小
麦
藁
が
大
人
形

に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
小
麦
を
作
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

た
め
、
材
料
の
す
べ
て
に
稲
藁
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

稲
藁
も
コ
ン
バ
イ
ン
で
の
稲
刈
り
の
普
及
に
よ
り
入
手
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当
番
に
な
っ
た
家
が
前
も
っ
て
、
大
人
形
分
の
稲
藁
を
用
意
す
る
。

　
�　

ま
た
、
胸
と
臍
、
刀
の
鍔つ

ば

、
槍
の
笠
に
あ
た
る
部
分
を
桟
俵
（
俵
の
蓋
に
な
る
部
分
）

で
表
現
す
る
が
、
そ
の
桟
俵
を
上
手
に
編
め
る
人
が
少
な
く
な
り
、
若
い
世
代
に
伝
え
て

い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

③�

そ
れ
ぞ
れ
の
部
品
が
完
成
す
る
と
、
大
人
形
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
に
戻
り
、
地
面
に
立

て
ら
れ
た
体
部
の
芯
と
な
る
丸
太
に
藁
の
束
を
巻
き
付
け
、ひ
と
か
か
え
程
に
な
っ
た
ら
、

藁
縄
で
し
っ
か
り
と
縛
り
付
け
、
六
つ
目
の
草
刈
り
籠
を
被
せ
て
頭
部
の
骨
組
に
す
る
。
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④�
足
を
体
部
の
下
両
脇
に
藁
縄
で
縛
り
付
け
て
固
定
す
る
。
ま
た
、
手
も
同
様
に
、
頭
部
の

籠
に
絡
ま
せ
な
が
ら
藁
縄
で
縛
り
付
け
て
固
定
す
る
。

⑤�

竹
製
の
槍
を
右
手
の
指
の
間
に
差
し
入
れ
な
が
ら
地
面
に
突
き
刺
し
、
槍
を
握
る
よ
う
に

指
を
折
り
曲
げ
て
藁
縄
で
縛
り
固
定
す
る
。
そ
の
後
、
体
部
の
左
脇
に
木
製
の
大
刀
と
小

刀
を
差
し
込
み
、
槍
と
同
様
に
大
刀
を
握
る
よ
う
に
左
手
の
指
を
折
り
曲
げ
て
藁
縄
で
縛

り
固
定
す
る
（
写
真
２
）。

⑥�

カ
レ
ン
ダ
ー
の
裏
面
に
マ
ジ
ッ
ク
で
描
か
れ
た
恐
ろ
し
い
形
相
の
顔
を
、
ビ
ニ
ー
ル
の
袋

で
覆
い
、
草
刈
り
籠
に
顔
を
藁
縄
で
縛
り
付
け
、
そ
の
上
か
ら
鉢
巻
を
巻
き
付
け
る
。

　

�　

か
つ
て
顔
の
部
分
の
材
料
に
は
、
箕
、
菅
笠
な
ど
が
利
用
さ
れ
た
が
、
今
で
は
そ
の
姿

を
見
る
こ
と
さ
え
難
し
く
な
り
、
現
在
は
紙
、
ベ
ニ
ヤ
板
、
ブ
リ
キ
板
な
ど
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
顔
に
は
迫
力
を
出
す
た
め
に
、
赤
や
青
な
ど
の
色
が
使
わ
れ
る
こ
と
が

あ
る
が
、
元
々
は
毛
筆
に
よ
る
墨
黒
一
色
で
描
か
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。�

⑦�

桟
俵
で
表
現
し
た
胸
と
臍
を
、
竹
串
で
体
部
に
刺
し
て
固
定
し
、
中
央
部
に
茄
子
を
付
け

る
。
ま
た
、
付
け
根
部
分
の
藁
を
二
股
に
分
け
た
男
根
を
、
体
部
に
渡
し
て
固
定
し
、
先

端
が
上
を
向
く
よ
う
に
地
面
に
刺
し
た
竹
で
支
え
、
先
端
の
中
央
部
に
茄
子
と
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
ひ
げ
を
付
け
る
。

⑧�

藁
で
作
る
体
部
が
完
成
し
た
ら
、
採
っ
て
き
た
杉
の
枝
を
小
枝
に
切
り
分
け
、
全
身
に
杉

の
小
枝
を
刺
し
て
い
く
。
そ
の
際
、
胸
や
臍
が
隠
れ
な
い
よ
う
注
意
し
、
は
み
出
し
た
部

分
は
ハ
サ
ミ
で
整
え
る
（
写
真
３
）。

⑨�

最
後
に
注し

連め

縄な
わ

を
腹
部
に
回
し
、
余
っ
た
材
料
を
前
の
大
人
形
を
燃
や
し
た
場
所
で
同
じ

く
処
分
を
し
、
大
人
形
が
完
成
す
る
（
写
真
４
）。

⑩�

大
人
形
完
成
後
、
そ
の
年
の
当
番
宅
か
地
区
の
集
会
所
で
、
大
人
形
作
り
の
慰
労
と
集
落

に
災
厄
が
入
ら
な
い
こ
と
を
祈
願
し
た
酒
宴
が
催
さ
れ
、大
人
形
の
行
事
が
終
了
と
な
る
。

〔
類
似
の
祭
り
・
行
事
〕

　

代
田
に
隣
接
す
る
梶
和
崎
、
古ふ

る

酒さ
き

、
長ち

ょ
う

者じ
ゃ

峰み
ね

の
大
人
形
に
つ
い
て

　

梶か
じ

和わ

崎ざ
き

の
大
人
形

　

梶
和
崎
の
大
人
形
作
り
は
、
ほ
か
の
集
落
よ
り
も
早
く
、
毎
年
八
月
の
第
一
日
曜
日
に
集

落
の
男
性
十
二
人
程
で
行
わ
れ
る
。

写真１　手・足などの部品を作製する

写真３　全身に杉の小枝を刺す

写真２　体部を作製する

写真４　代田の大人形の完成
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梶
和
崎
の
大
人
形
は
代
田
の
大
人
形
と
の
共
通
点
が
多
く
、
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
程
の
稲
藁
製

で
、
全
身
に
杉
の
小
枝
を
刺
し
、
胸
、
臍
、
刀
の
鍔
、
槍
の
笠
が
桟
俵
で
表
現
さ
れ
る
。
ま

た
、
藁
で
作
ら
れ
た
立
派
な
男
根
を
持
ち
、
胸
と
臍
の
中
心
と
男
根
の
先
端
に
は
茄
子
が
付

け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
刀
の
表
現
に
つ
い
て
は
違
い
が
あ
り
、
代
田
で
は
木
製
の
刀
が
二
本

差
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
梶
和
崎
で
は
竹
製
の
刀
一
本
だ
け
が
差
さ
れ
る
。
ま
た
、
顔
の
部

分
の
材
料
に
は
、
恐
ろ
し
い
形
相
に
描
か
れ
た
顔
が
長
持
ち
す
る
よ
う
に
ベ
ニ
ヤ
板
が
用
い

ら
れ
て
い
る
（
写
真
５
）。

　

代
田
同
様
、
大
人
形
完
成
後
は
当
番
宅
で
簡
単
な
酒
宴
が
催
さ
れ
、
大
人
形
の
行
事
が
終

了
と
な
る
。

　

古
酒
の
大
人
形

　

古
酒
の
大
人
形
作
り
は
、
代
田
と
同
じ
く
毎
年
八
月
十
六
日
に
集
落
の
男
性
十
人
程
で
行

わ
れ
る
。

　

古
酒
の
大
人
形
も
代
田
の
大
人
形
同
様
、
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
程
の
稲
藁
製
で
、
全
身
に

杉
の
小
枝
を
刺
し
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
裏
面
に
恐
ろ
し
い
顔
が
描
か
れ
、
先
端
に
茄
子
が
付
け

ら
れ
た
藁
製
の
立
派
な
男
根
を
持
つ
。
刀
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
梶
和
崎
と
同
様
に
竹
製
の

刀
が
一
本
だ
け
差
さ
れ
る
。
古
酒
の
大
人
形
の
特
徴
と
し
て
は
、
刀
の
鍔
と
槍
の
笠
の
み
が

桟
俵
で
表
さ
れ
、
胸
や
臍
が
表
現
さ
れ
な
い
点
に
あ
る
。
ま
た
、
腰
に
は
注
連
縄
に
長
年
こ

の
集
落
の
大
工
さ
ん
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
大
き
な
紙し

垂で

が
付
け
ら
れ
る
（
写
真

６
）。

　

代
田
、
梶
和
崎
同
様
、
大
人
形
完
成
後
は
地
区
の
公
民
館
で
簡
単
な
酒
宴
が
催
さ
れ
、
大

人
形
の
行
事
が
終
了
と
な
る
。

　

長
者
峰
の
大
人
形

　

長
者
峰
の
大
人
形
作
り
は
、
代
田
や
古
酒
と
同
じ
く
毎
年
八
月
十
六
日
に
集
落
の
男
性

十
二
人
程
で
行
わ
れ
る
。

　

今
で
も
当
番
の
家
が
材
料
と
な
る
小
麦
藁
を
用
意
し
、
体
芯
部
以
外
の
手
、
足
、
鉢
巻
、

桟
俵
で
表
現
さ
れ
る
胸
、
臍
、
刀
の
鍔
、
槍
の
笠
な
ど
の
部
品
が
小
麦
藁
で
作
ら
れ
る
。

　

長
者
峰
の
大
人
形
は
、
恐
ろ
し
い
形
相
を
し
た
顔
が
ブ
リ
キ
板
に
描
か
れ
、
ほ
か
の
集
落

の
大
人
形
よ
り
一
回
り
大
き
く
三
ｍ
程
あ
り
、
最
も
威
圧
感
が
あ
る
。
全
身
に
杉
の
小
枝
を 写真６　古酒の大人形

写真５　梶和崎の大人形
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刺
し
、腰
に
は
木
製
の
刀
が
一
本
差
さ
れ
、小
さ
な
紙
垂
が
付
い
た
注
連
縄
が
回
さ
れ
る
。胸
、

臍
は
代
田
や
梶
和
崎
同
様
、
茄
子
を
刺
し
た
桟
俵
で
表
現
さ
れ
る
が
、
ほ
か
の
集
落
の
大
人

形
と
大
き
く
異
な
る
特
徴
は
、
男
根
が
付
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
あ
る
（
写
真
７
）。

　

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
男
根
を
信
仰
す
る
「
金こ

ん

精せ
い

大
明
神
」
の
石
祠
が
近
く
に
祀
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
関
係
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
集
落
に
大
人
形
に
男
根
を
付
け
な
い
由
来

や
伝
承
が
無
い
た
め
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
（
写
真
８
）。

　

他
の
集
落
同
様
、
大
人
形
完
成
後
は
当
番
宅
か
近
く
の
広
場
で
簡
単
な
酒
宴
が
催
さ
れ
、

大
人
形
の
行
事
が
終
了
と
な
る
。

　

以
上
、
三
つ
の
集
落
の
大
人
形
に
つ
い
て
紹
介
を
し
た
が
、
三
つ
の
集
落
で
構
成
さ
れ
る

仲な
か

郷ご
う

区
で
は
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
申
請
の
際
、
後
継
者
不
足
、
材
料
不
足
に
よ
る
行

事
存
続
の
不
安
か
ら
、
申
請
を
辞
退
し
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
民
俗
行
事
が
消
滅
し

つ
つ
あ
る
今
こ
そ
、
代
田
の
大
人
形
同
様
、
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
て
存
続
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

〔
参
考
文
献
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繁
）

写真７　長者峰の大人形

写真８ 「金精大明神」の石祠
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